
2023.7
No.153いしづち

公益社団法人　愛媛県建築士会
Ehime Society of Architects & Building Engineers

http://www.ehime-shikai.com

Ａ
ｒ
ｃ
３
．０

城
大
工
「
坂
本
家
」
の
足
跡
（
前
編
）

世
界
建
築
紀
行　
20
世
紀
を
代
表
す
る
住
宅
建
築
コ
ル
ビ
ジ
ェ
の
サ
ヴ
ォ
ア
邸
に
会
い
に
行
く



Ehimeken　kenchikushikai
7
No.153

2023

JULY

東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「山根製錬所」
　山根製錬所は、明治21（1888）年５月、

竣工された。設計したのは、東京大学の

教授・岩佐巌。

　岩佐は広瀬宰平の招きに応じ、別子銅

山で廃棄していた低品位の鉱石から硫酸

などの化学薬品の回収と、残った鉄分か

らの製鉄を目指した。それは、官営八幡

製鉄所に先立つこと７年であった。

　わが国最古級の重化学工業の忘れ形見

である煙突は、120年を経過した今日で

もレンガ造りのその愛らしい姿により、市

民からは「えんとつ山」の愛称で親しま

れている。（引用・新居浜市ＨＰより）
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　Ｗｅｂの世界は、発展の歴史を認識しつつ、これ
から進むべき方向性を考え模索している。建築も、こ
れまでの歴史を振り返りつつ、これからの建築のあ
り方や進むべき方向性を考え模索する必要があると
僕は思っている。そう、今こそＡｒｃ３.０を、みん
なで真剣に考えてみよう。僕はＡｒｃＸ.Ｘをこんな
風に捉えている。

　Ａｒｃ０.０とは「人間が、自然をそのまま利用し
ながら、建築的に空間的に使ってきた時代」と考え
ている。例えば、アルタミラ洞窟やラスコー洞窟の
ように、自然がつくったスペースを人間が居住空間
として建築的に使っていた時代がそれに当たる。大
きな木の下やちょっとした岩陰なども含め、風雨を
しのげる所を生活空間として利用していた、建築が
登場する前の段階だ。人間が空間や建築を意識的に
つくり出してはいない黎明期なので、建築はまだ０
（ゼロ）のフェーズだ。

　Ａｒｃ１.０とは「人間が、自然素材を単純加工し
て建築をつくってきた時代」と考えている。石造や木
造や日干しレンガ造など、自然素材の形を変えるこ
とによって建築材料化し、建築や空間を意識的につ
くり出してきた時代がそれに当たる。ストーンヘン
ジや竪穴式住居から始まり、歴史様式と呼ばれる近
代以前の建築の段階だ。構造的、機能的な制約はあ
りながらも、人間が果敢に空間や建築に挑んできた
過渡期なので、建築はスタートで１のフェーズだ。

　Ａｒｃ２.０とは「人間が、自然素材に化学反応を
伴う加工を施し、別の建築材料を生み出して建築を
つくってきた時代」と考えている。鉄やガラスやコ
ンクリートなど、現代建築につながる素材や材料を
開発し、構造や機能を飛躍的に発展させた時代がそ
れに当たる。歴史様式の時代では実現が不可能だっ
た空間や建築を、次々と生み出してきた近代や現代
の建築の段階だ。建築を地上だけに留まらず、海底
や宇宙空間や月や火星までにも拡張していった発展
期なので、建築は変化で２のフェーズだ。

　Ａｒｃ３.０とは「人間が、現実の建築にこだわら
ず、意識的、感覚的に空間や建築を感じることがで
きるものをつくってゆく時代」と考えている。新し
い素材や構造形式の登場だけではなく、メタバース
やＢＣＩ（ブレイン・コンピューター・インターフェース
＝人間の脳とコンピューターをつなぐ技術）なども
含め、現実と非現実の空間や建築が混在・併存しな
がら、新しい空間や建築のあり方に辿り着いてゆく

時代がそれに当たる。ひょっとすると、建築だけで
はなく、人間自体も機械との融合によって大きく変
わり、様々な知覚や感覚が今までとは全く違うもの
になる可能性を秘めた段階だ。人間が現実の世界か
ら飛び出して、空間や建築を考え始めた変革期なの
で、建築は進化で３のフェーズだ。

　Ａｒｃ３.０を色々と考える前に、今、現実の建築
で起こりつつあるＡｒｃ２.６の存在も忘れずに考え
ておきたい。

　現在、世界各地で空飛ぶクルマの開発競争が進ん
でいる。僕たちが使っている自動車の大部分が空を
飛ぶタイプに変わってしまったら、建築へのアプロー
チは大きく変わることになる。単純に考えれば、屋
上に着陸して、そこから建築へ内部空間へアプロー
チする方が便利になる。地上に着陸スペースを計画
すると、その分だけ土地が必要になり建築は小さく
もなる。屋上やバルコニーが着陸スペースになれば、
様々な点でメリットを見出だせることになる。

　主要なアプローチや玄関は建築の上部からとなり、
立体構成や平面計画を新たに考え直す必要がある。
映画「オブリビオン」に出てきた空中に浮かぶ建築
のようになるのか？京都亀山集落の舟小屋の上下反
転タイプのようになるのか？今、都心の高層商業建
築では、これからどんな改修が必要なのか？どんな
建物を建てるのが良いのか？を、空飛ぶクルマ社会
を前提に、真剣な議論が交わされている。

　Ａｒｃ３.０の話に戻ろう。

　建築の新素材や新構法が発展してゆく可能性は低
いだろう。なぜなら、建築に関わる僕たちも、一般
の人達も、その分野に強い関心を持っていないから
だ。逆に、メタバースやＢＣＩは、建築のジャンル
に関わらず、世界のみんなが強い関心を持っている。
歴史上、人間の文化・文明・技術その他の発展には、
みんなの強い関心＝モチベーションがベースにある
ことは自明の理だ。ただ、それらがどんな方向に進
んでゆくのかは、これからの人間の考え方次第とい
う海図のない航海でもある。

　人間は、愚かでもあり賢くもある。その間を揺れ
動きながら、今まで様々なことを成し遂げてきた。
Ａｒｃ３.０も紆余曲折を重ねながら、ある方向へと
進んでゆくだろう。脳をコンピューターにつなぎ、ゲ
ノム編集で肉体を改造し、部分的に機械と交換して、
人間は超人類へと変貌しようとしている。全能の神
に近づいた人間が求める空間や建築を、僕は知る由
もない。ただ、いつの時代もどんな時代も、人間は
快適性や心地よさを空間や建築に求めてきたことは
確かだ。Ａｒｃ３.０をどうしてゆきたいか？さあ、
みんなで考えてみよう！

❶ ❷

　最近、Ｗｅｂ３.０というキーワードをよく聞くようになった。
Web１.０は「情報の発信者が一部の人に限られた、一方通行のイ
ンターネット」のことで、Web２.０は「誰もが情報発信者となり、
双方向のコミュニケーションが可能なインターネット」のことで、
Web３.０とは「双方向のコミュニケーションが、ネット（パブリッ
クチェーン）でも、ネットでなく（プライベートチェーン）ても可
能になった大規模かつ個別分散型ネットワーク」のことだ。

Ｂｕｉｌｄｉｎｇ＿ＮＳ

Ｃｏｍｐｌｅｘ＿ＧＭ Ｔｏｉｌｅｔ＿ＹＣ

Ｍｕｓｅｕｍ＿ＨＴ
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　道後温泉本館の建築は城大工の家系である「坂本

家10代目：坂本又八郎」が携わった、そのように多

くの文献で記されている。

　今も現存する北側の神の湯本館は建設当時、多く

の反対運動が行われる中、坂本又八郎が製作した神の

湯本館の模型で反対派の声を抑えたという話が残っ

ている。

城大工「坂本家」の足跡
：　　　　　　　　　　一級建築士　野本　　健
：文化財・まちづくり委員会　委員　花岡　直樹

▲坂本又八郎の文机（提供：坂本浩一郎）

執筆
監修

前編

CASTLE CARPENTER

THE HISTORY OF
SAKAMOTO.F

■はじまり

❸ ❹

　坂本又八郎は道後温泉本館の建築に携わる前から

城大工の子孫として有名な人物であったが、それま

でにどのような建物の設計に携わり、どのような人

生を歩んできたか、まったく資料に残っておらず、わ

からない状況であった。

以下記載内容は、現時点において収集できた文献から総合的に判断した内容を記載している。
そのため、調査状況により新たな知見が得られた場合、記載内容に訂正の必要が生じる可能性はある。

　また、現在の松山市の主要な観光場所は松山城と

道後温泉である。松山城は坂本又八郎の先代にあた

る「９代目：坂本又左衛門」が携わっていたが、松

山城以外にどのような建築物に携わっていたか不明

であった。主要な観光地の建設に関わった城大工で

ある坂本家のことが何もわからず、このまま歴史の

闇に埋もれてしまうことが不憫でならず、このよう

に執筆させていただいた次第である。

　彼の略歴について紹介する。坂本又八郎は天保10

年（1839）に誕生する（９代目坂本又左衛門は元

治元年〔1864〕10月に逝去されている）。その後、

文久元年（1861）に須之内チカと結婚し、明治22

年（1889）に離婚している。

　明治25年（1892）に道後温泉本館の棟梁とし

て任命され、明治27年（1894）の神の湯本館の

建設、明治32年（1899）の又新殿・霊の湯棟の

建設に携わった。

　道後温泉本館の棟梁に任命されながらも明治29

年（1896）福岡県の水天宮、明治32年（1899）

に熊本県山鹿温泉の建設にも携わっていた。

　そして明治34年（1901）にその生涯を閉じる

のであった。

　明治25年の道後温泉本館に携わった時には坂本

又八郎は50代、当時の湯之町町長の伊佐庭如矢は

60代、お互い人生最後の大仕事としてこの道後温

泉本館の建設に携わったことが非常によくわかる。

　次に坂本家の資料から９代目：坂本又左衛門を含

め、坂本家がどのような建築物に携わったのか年代

順に解説していく。

坂本又八郎　■Matahachiro Sakamoto

▲道後温泉本館　神の湯本館

坂本浩一郎様【坂本家子孫】～坂本家の多くの資料の提供及び助言
柚山　俊夫様【伊予史談会】～多くの古文書の解読及び助言謝 辞

＜ことわり＞

城大工「坂本家」の足跡
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　現在の松山市三番町の最廣寺の近くに「木村

屋敷」という藩政時代から松山一の富豪であっ

た木村信競の大屋敷があった。

　木村信競は町役人として最高の地位である大

年寄に選ばれ、藩にも御用金を納めたり、国学

を研究するなど、世のために働いた人物であっ

た。そのため町の人々は尊敬の意を込めて「大

木村」と呼んでいたそうだ。

　坂本家の資料である祝詞より木村屋敷の建築

に携わったことがわかった。富豪の家の建築、城

大工である坂本家が携わったのは当然の流れで

あるように思える。

城大工「坂本家」の足跡

▲松山城（提供：二神　將）

▲松山藩松平家上屋敷「江戸芝愛宕下松山御上屋敷図」
（提供：伊予史談会）

❺ ❻

▲現在の松山城

▲木村屋敷（引用：松山市立新玉小学校創立100周年記念誌）

９代目：坂本又左衛門　■Matazaemon Sakamoto
9th generation 

嘉永３年（１８５０）

　江戸には各藩の現藩主やその家族が居住し、藩

の政治・外交の拠点となる上屋敷という建物が

建てられていた。松山藩は現在の東京都港区西

新橋の付近に存在し、坂本家の資料によれば嘉

永４年に祝詞をあげている。城大工であるため、

藩主が住む屋敷についても棟梁として携わった

ものと考えられる。

嘉永４年（１８５１）
　加藤嘉明が慶長７年（1602）に松山城の築

城を開始し、慶長８年（1603）に新城に移っ

ている。その後、松平定行（松山藩松平家初代

藩主）の代で寛永19年（1642）に改築工事

を行い、天明４年（1784）の時に雷火によっ

て焼失した。焼失後、約60年が経過した弘化４

年（1847）から松山城の再建が始まり、安政

元年（1854）に落成大典を執り行った。この

安政元年（１８５４）
たかのぶむらき

時の天守閣の再建に９代目：坂本又左衛門が棟

梁として任命されている。

　昭和８年（1933）小天守閣などが放火によ

り全焼し、昭和20年（1945）太鼓門、乾門

一帯が空襲により焼失している。現在の姿は昭

和41年（1966）から総木造で復興したもの

である。

▲〔江戸切絵図〕
 芝愛宕下絵図
（引用：国立国会図書館）
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▲千秋寺入口

❼ ❽

▼文久改正新選京繪圖（提供：国際日本文化研究センター）▲▲現在の千秋寺

▲現在の正法寺

　文久３年（1863）の12月に高倉通の建物につ

いて祝詞をあげている。京都の高倉通がある和久屋

町（中京区高倉通六角下ル）には、伊予松山藩の松

平氏の京屋敷があり、宝永・天明・元治の大火で焼失

している。そして明治３年（1870）に廃邸となっ

ている。

　「文久改正新選京繪圖」の二条城の東に「マツ山ヤ

シキ」の文字が確認され、屋敷があった場所は現在、

京都市立高倉小学校となっている。

文久３年（１８６３）

　貞享４年（1687）、松山藩主の松平定直（松山藩

松平家四代目藩主）により黄檗宗の寺として千秋寺

が創建された（戦争で焼失している）。

　文久２年（1862）２月に千秋寺の住職である19

世周道の自宅の建設の祝詞をあげている。

　松山藩の城大工であったことから、藩主の関わる

寺や住職の自宅の建設に関わるのは当然の流れであ

るように思える。

文久２年（１８６２）

　西条市にある正法寺は元禄８年（1695）、松山

藩主の松平定直（松山藩松平家四代目藩主）の勧め

で黄檗宗の寺として既にある寺の修復復興をしたこ

とが始まりであると言われている（当時は幕府の政

策で新しく寺を建設することが禁じられていたため）。

　その後、元禄15年（1702）に現在の場所に移

転し、正法寺と呼ぶようになった。

　坂本家の資料によれば雨風によって傷み再建築す

るため、元治元年（1864）３月に祝詞をあげてい

る。９代目：坂本又左衛門の晩年の作品とも言える。

元治元年（１８６４）

後編に続く
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　”近代建築の父”と呼ばれる巨匠ル･コルビジェを、

学生時代に教官が熱く語っていたのが忘れられなく

て、いつかは自分の目で確かめてみたいと思ってい

た。社内旅行でも建築史的に重要な意味の建物だと

上野の国立西洋美術館を見学した翌年に、世界各地

のコルビジェ作品が世界遺産に登録されたこともあ

り、サヴォア邸を訪れなければという思いがますま

す強くなった。これまで建築に関わってきたので、そ

の原点ともいえるコルビジェの残した作品と精神を

再確認したかった。宇宙船が着陸したようなイメー

ジのサヴォア邸は思っていたよりも大きく、イメー

ジしていたのとは全然違っていた。

　昨年はコロナ禍で日本人が海外に行かないため特

典航空券を容易く入手できたが、実際にパリへ行っ

てみると世界はコロナから完全に脱却していて、取

り残された日本社会を感じることにもなった。

1いつかはサヴォア邸へ

　2023年１月26日、翌日の昼の便でパリへ向か

うため成田へ行った。出発までは不安がいっぱいで、

いろいろ心配して準備をしたため、いざ旅立つと後は

淡々と時間が流れていく。27日の便でチューリッ

ヒ経由でパリへと出発したが、空港の出発カウンター

はまだ半分くらい稼働していない。スイス航空の前

方席は10席程の狭い空間だが、日本語は自分が話

す以外聞こえてこなくて、外国語が飛び交う完全に

アウェイの雰囲気なのだ。しかし、抱えていた大き

な不安とは裏腹に快適なフライトだった。飛行機は

成田を離陸して東へと進路をとる。ディスプレイに

表示されたシベリア上空を西に飛ぶコースとは全く

逆で、日本列島とカムチャッカ半島に沿って北上、

北極海へ抜けグリーンランドから南下してスイスへ

入った。ロシアの侵略戦争のせいでかなりの大回り、

飛行時間は優に13時間を超えた。

　ホテルはアルルやロンシャンへの移動を考えてパ

リ、リヨン駅付近にした。28日午前９時、メルキュール

ホテルロビーで、ガイドと待ち合わせ。日本とフラ

ンスで一級建築士の資格を持ち医療関係が専門で千

葉県建築士会にも在籍しているそう。サヴォア邸は

郊外電車終着駅のポアジーにあるため一人で行くの

は困難と思ったし、そこからバスにも乗る必要があ

る。また外国では様々なトラブルに見舞われるから

通訳も兼ねてアテンドをお願いすることにした。

　それなのにリヨン駅で変な黒人男に切符を騙され

た。確かに切符の自販機は複雑でタッチパネルが使

いにくのだが、それを躊躇しているとつけこまれた。

親切そうにあれを押して、これを押してなど近づい

2スイス航空でオーロラ帯を飛ぶ

3サヴォア邸のあるパリ北西部ポアジー
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▲サヴォア邸玄関側

▲北極海への飛行コース

▲飛行機から見たオーロラ

▲アプローチ

▲サヴォア邸前の街路

　北極海を東へ飛行中、オーロラが見えた。窓の外

は午後３時頃になると暗くなり、飛行ルートがオー

ロラ帯に沿っているため、カーテンのように進行方

向前方に長い時間見えていた。しかし、その横に行

くと次第に薄くなっていく。初めての体験だった

が、これで冬のオーロラツアーには行かなくて済み

そうだ。

てくる男を私は不信と思ったのに上手く会話に乗せ

られて、その男のクレジットカードを差し込まれて

しまった。往復分の切符を4枚渡されて現金€20を

渡したが、実はそれが入場券のような切符でポアジー

で下車する時に発覚。使えない切符４枚を受け取り

騙されてしまった。ガイドは落ち込んでいたが、被

害がそれくらいで良かったとも言える。「パリには

移民が多くて、みんなで助けあう習慣がある」と気

付くまでガイドは話していたが、そんな考えは甘い

ことが証明されたのだ。 

　その後、ポアジーのバス乗り場で51番のバスが

中々来なくて、タクシーにも乗車拒否されるという

困難はあったが、何とかVilla Savoyeに到着。冬な

ので街路樹は葉を落としているが貴賓を感じさせる

高級住宅街という雰囲気だった。
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サヴォア邸の敷地は100ｍ四方はあろうかとい

う背の高い樹木に囲まれた四角形で、その真ん中に

住宅がぽつんと建っている。建物の周りは芝生に囲

まれていた。

　「玄関は何処だ？」、と思ってしまったが、いつも

見ている姿はアプローチから見ると裏側なのだ。建

物の裏に回り込むと玄関がある。外壁は白いとばか

り思っていたが、実は１Ｆのピロティ部分は深い緑

色で、芝生からの連続性を意図したものらしい。さ

らに玄関周りのガラスカーテンウォールが鮮やかで

縦のストライプからシャープな印象を受け、とても

９０年前の建物とは思えなかった。

　玄関ドアを開けて中に入ると、その右側に受付カ

ウンターがあった。係の女性が片言の日本語も話さ

れたので、日本人の訪問者も多いのだろう。そして、

図面や写真で見ていたよりも存在感があったのが螺

旋階段。この階段は美しく機能的で、屋上まで続い

ている。その隣にはコルビジェ建築の象徴でもある

傾斜廊下（スロープ）が待っていて、2Fへと導く。

スロープが意味を持つのだろうが、とも思っていた

が、そこを歩むと国立西洋美術館の入口ホールから

２階展示室へのプロムナードのスロープを進むよう

な気分にさせられ、どんな空間が広がるのかワクワ

クした。

4サヴォア邸との対面

　２Ｆは主な居住エリアで中庭を取り囲むように部

屋が配置されている。ちょうどコートハウスのよう

で、中庭をリビングの全面ガラス窓から楽しむこと

を重視した設計だ。完全なプライベートスペースの

中庭とリビングの連続性がこの家での暮らしの主役

だろう。中庭の連窓のように見える窓に建具が入っ

ていなかった。

リビングとダイニングは一体の大空間でそれに連

続するキッチンを建物の一角に機能的な作りで配置

し、一方、主寝室や子供室も連窓に沿って並べ、コ

ンパクトな広さにまとめられていた。来客室も含め

5サヴォア邸のメッセージ

▲玄関

▲ホールの螺旋階段 ▲リビング

▲２Ｆ中庭 ▲屋上庭園の目隠し壁

◀アプローチ側
ファサード

▲屋上庭園の目隠し壁
▲キッチン

▲配膳台を兼ねた棚

▲主寝室から見た浴室

▲書斎へ続く部分

▲１Ｆ傾斜廊下（スロープ）

２Ｆホールと▶
外部スロープ　 てそれぞれに浴室があったのだが、主寝室と浴室が

カーテンのみの仕切りなのには少し抵抗感がある。

主寝室は一方では浴室と連続し、もう一方ではブド

ワールという中庭を望む書斎に続いていた。

　１階から続くスロープは２階からは中庭に設置さ

れた外部スロープに繋がる。さらに上ると屋上だが、

そこも屋上庭園となっていた。この家の屋上の円筒形

に見える大きな壁は屋上庭園の植物の目隠しの役割

を果たしているが、実は元々そこに主寝室を造る計

画案だったらしい。今ではその目隠し壁がサヴォア邸

のファサードの不思議感を演出しているのであった。

　コルビジェは、ピロティ・横長連窓・屋上庭園・

自由な平面・自由な立面という「建築の５つの要素」

を提唱していたが、それを具現化したのがサヴォア

邸だ。鉄筋コンクリートという素材が住宅建築に用

いられる時代を迎え、この住宅建築はコルビジェの

挑戦と提案であるということがよく理解できた。そ

れが百年近くの歳月を越えて今に伝えられ輝いてい

た。コルビジェの考えてきたことや足跡は、これか

らも建築を目指す人たちの道標であり続けるに違い

ない。
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